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広報伊丹■２０２３（令和５）年７月１日 第１４９７号（２）

伊
丹
広
報
２
面

０
７
０
１
０
２

堀
❶
井
❷
岡
❸
岡
❹
堀
❺
藤
❻
藤
❼
岡
❽
井
❾
藤
10
井

令和6年度採用
消防吏員を
募 集

市
消
防
局
は
、
来
年
度
採
用
予
定

の
消
防
吏
員
を
次
の
通
り
募
集
し
ま

す
。【

採
用
人
数
】
６
人
。

【
受
験
資
格
】
▽
※
平
成
９
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育

法
に
基
づ
く
４
年
制
大
学
を
卒
業
し

た
▽
※
１３
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
同
法
に
基
づ
く
短
期
大
学
、
高

等
専
門
学
校
、
高
等
学
校
を
卒
業
し

た
▽
１１
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
救
急
救
命
士
法
に
よ
り
救
急
救

命
士
の
免
許
を
有
す
る
―
―
人
（
※

は
来
年
３
月
３１
日
ま
で
に
卒
業
見
込

み
も
可
）。

【
１
次
試
験
】
▽
９
月
１７
日
㈰
�

筆
記
▽
２３
日
㈷
�
集
団
面
接
。

【
２
次
試
験
】
１０
月
下
旬
に
個
別

面
接
、
体
力
試
験
を
実
施
予
定
。

試
験
案
内
と
受
験
申
込
書
は
、
東

・
西
消
防
署
や
各
出
張
所
で
配

布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）。

�
８
月
２１
日
ま
で
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら

読
み
取
り

可
）
か
ら
電
子
申
請
か
、
受
験

申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
郵
送
（
必
着
）
で
〒
６６４
・

０
８
８
１
昆
陽
１
―
１
―
１
伊

丹
市
消
防
局
消
防
総
務
課
（
�

７８３
・
０
１
２
２
）
へ
。

◎
「
も
し
も
の
時
に
備
え
て
応

急
手
当
を
学
ぼ
う
！
」
を
開
催

７
月
２０
日
㈭
午
前
９
時
半
、
市
消
防

局
３
階
の
研
修
室
で
。

心
肺
蘇
生
法
（
小
児
・
乳
児
）
と

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
取
り
扱
い
を
学
び
ま
す
。

対
象
・
定
員
は
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
３０
人
。
無
料
。
受
講
後
、

修
了
証
を
交
付
。

◎
応
急
手
当
普
及
員
（
救
急
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）
講
習
と
患
者
等
搬
送

事
業
乗
務
員
講
習
を
開
催

８
月
２

〜
４
日
の
午
前
９
時
半
（
全
３
回
・

合
計
２４
時
間
）、
市
消
防
局
３
階
の

研
修
室
で
。

対
象
・
定
員
は
市
内
在
住
・
在
勤

・
在
学
の
３０
人
。
無
料
（
テ
キ
ス
ト

代
別
）。
受
講
後
、
認
定
証
を
交
付
。

＊

＊

�
電
話
で
市
消
防
局
救
急
課
�
７８３

・
０
３
２
２
へ
。
先
着
順
。

◆
防
火
・
防
災
管
理
者
資
格
付
与
講

習
会
を
開
催

８
月
３１
日
㈭
・
９
月

１
日
㈮
の
午
前
９
時
（
全
２
回
）、

東
リ
い
た
み
ホ
ー
ル
で
。

定
員
１２０
人
。
受
講
料
１
万
円
。

�
７
月
１２
〜
１９
日
に
（
一
財
）
日

本
防
火
・
防
災
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
か
ら
電
子
申
請
か
フ
ァ
ク
ス
０３

・
６
２
７
４
・
６
９
７
７
で
同
協
会

（
�
０３
・
６
２
６
３
・
９
９
０
３
）

へ
。
先
着
順
。

問
市
消
防
局
予
防
課
�
７８３
・
０
７

９
９
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

障
害
者（
児
）・
高
齢
障
害
者
・
母
子
家
庭
等
・
高
齢
期
移
行

受受
給給
者者
証証
をを
送送
付付

い
ず
れ
も
受
給
者
証
は
６
月
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
次
の
対
象
者
で
受

給
者
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
申
請

を
。【

対
象
者
】
▽
①
障
害
者
（
児
）

�
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、
療

育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
１
級
の
人
（
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
除
く
）
▽
②

高
齢
障
害
者
�
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
で
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２

級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
人
▽
母
子

家
庭
等
�
１８
歳
ま
で
の
子
を
養
育
す

る
配
偶
者
の
い
な
い
母
か
父
と
そ
の

子
、
両
親
の
い
な
い
１８
歳
ま
で
の
人

▽
③
高
齢
期
移
行
�
６５
〜
６９
歳
。

�
健
康
保
険
証
と
申
請
者
の
本
人

確
認
書
類
、
世
帯
主
以
外
が
申
請
す

る
場
合
は
世
帯
主
の
印
鑑
、
高
齢
障

害
者
本
人
以
外
が
申
請
す
る
場
合
は

本
人
の
印
鑑
、
ま
た
自
動
振
込
の
た

め
本
人
口
座
の
分
か
る
も
の
、
①
②

は
身
体
障
害
者
手
帳
か
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
③
の

要
介
護
２
以
上
で
区
分
Ⅱ
に
該
当
す

る
人
は
、
要
介
護
認
定
結
果
通
知
書

か
介
護
保
険
被
保
険
者
証
、
１
月
２

日
以
降
に
転
入
し
た
人
は
令
和
５
年

度
課
税
証
明
書
を
持
っ
て
直
接
、
市

役
所
１
階
の
後
期
医
療
福
祉
課
（
�

７８４
・
８
０
４
１
）
へ
。

こ
ど
も
食
堂
、

の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か

７
月
に
入
り
、
い
よ
い
よ
夏
本
番

で
す
。
幸
い
現
時
点
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
一
定
落
ち
着

い
て
お
り
、
久
し
ぶ
り
に
行
動
制
限

の
無
い
夏
休
み
と
な
り
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
元
気
い
っ
ぱ
い
夏

を
満
喫
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん「
こ
ど
も
食
堂
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
地
域
の
皆
さ

ん
が
運
営
主
体
と
な
り
、
子
ど
も
た

ち
を
中
心
に
地
域
の
人
た
ち
に
安
価

で
食
事
を
提
供
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
食
堂
で
す
。

本
市
は
２
０
１
６
年
５
月
に
最
初

の
こ
ど
も
食
堂
が
桜
台
地
区
で
開
設

さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
市
内
各
地
域
で

開
設
の
機
運
が
高
ま
り
、
今
で
は
１４

小
学
校
区
、
１８
カ
所
で
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
「
食
堂
」
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

目
的
が
あ
り
ま
す
。
経
済
的
に
厳
し

い
状
況
に
あ
る
、
あ
る
い
は
一
人
で

食
事
を
と
る
「
孤
食
」
の
子
ど
も
た

ち
な
ど
へ
の
食
事
の
提
供
や
、
安
心

し
て
過
ご
せ
る「
居
場
所
」の
確
保
、

さ
ら
に
地
域
に
お
け
る
多
世
代
交
流

に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
意
識
の
醸

成
な
ど
で
す
。

同
食
堂
は
、
地
域
の
人
た
ち
に
よ

る
調
理
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学

習
支
援
や
趣
旨
に
賛
同
し
た
事
業
者

や
団
体
、
個
人
に
よ
る
食
材
の
提
供

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
や
組
織
の
善

意
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
初
め
て
、
桜
台

地
区
の
「
さ
く
ら
っ
こ
食
堂
」
を
訪

問
し
て
き
ま
し
た
。
大
勢
の
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
り
、
誰
で
も
自
由
に
立

ち
寄
れ
る
多
世
代
交
流
の
場
で
も
あ

り
、
地
域
を
活
性
化
す
る
役
割
も
担

っ
て
い
る
と
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

私
は
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
を

支
え
育
む
こ
と
は
大
人
の
責
任
と
考

え
、「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か

ら
」
と
申
し
上
げ
、
子
ど
も
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
、
小
世
帯
化
が
進
み
、
共
働
き
家

庭
が
増
加
す
る
中
、
子
育
て
に
お
け

る
地
域
の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

市
民
力
や
地
域
の
総
合
力
に
よ
り

成
り
立
つ
、
こ
ど
も
食
堂
。
皆
さ
ん

も
、
利
用
者
、
あ
る
い
は
運
営
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
、
同
食
堂
に
参
画

し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

（
伊
丹
市
長

藤
原

保
幸
）

ご協力お願いします
令和５年５月能登地方
地震災害義援金

令和４年度環境ポスター

入選作品を展示
市内エコ・ショッ
プ（ごみ減量化・再
資源化推進宣言の
店）などで、令和４
年度環境ポスターの
入選作品を展示しま
す。

ぐら

�７月１６日まで＝図書館「ことば蔵」�８月４～
３１日＝関西スーパーマーケット荒牧店（荒牧７）、同
鴻池店（鴻池５）、同桜台店（中野北３）、同稲野店
（安堂寺町３）、同駅前店（中央１）、白雪ブルワリー
ビレッジ長寿蔵（同３）�４～２５日＝ヒロコーヒー伊
丹いながわ店（北伊丹５）。

市生活環境課�７８１-５３７１

【郵便振替】▷口座番号＝００
１１０-０-３６４１４２▷口座名義＝日
赤令和５年５月能登地方地震災
害義援金▷振替手数料＝ゆうち
ょ銀行、窓口での取り扱いの場
合は無料。
※受領証の発行を希望する場合
は、通信欄に「受領証希望」と
記載を。同証は寄付金控除申請
に利用できます。
【募集期間】９月２９日まで。

市地域・高年福祉課
�７８４-８０９９

この広報紙は９万１７００部作成し、印刷経費は１部あたり７円です（内訳：市負担分５円・広告収入分２円）

障害者（児）・高齢障害者・母子家庭等・高齢期移行の助成内容
福祉医療での一部負担金
（１医療機関などにつき）

入院

１割負担
月２４００円まで（※６）

１割負担
月１６００円まで（※６）

１割負担
月３２００円まで（※６）

１割負担
月１６００円まで（※６）

※１…平成３０年度から政令指定都市の市民税の税率は８％ですが、変更前の６％で算定された市民税所得割額で判定
※２…児童扶養手当全部支給基準：扶養親族が０人の場合（１人増えるごとに３８万円を加算）。所得制限額は、各所

得の合計額から雑損控除・医療費控除・社会保険料控除（定額８万円）・配偶者特別控除・小規模企業共済等
掛金控除などの合計額を控除した額

※３…平成３０年度税制改正により給与所得控除・公的年金控除が１０万円引き下げられ、基礎控除が１０万円引き上げら
れることに伴い、所得判定においては、給与所得の金額から最大で１０万円を控除した額（マイナスの場合は０
とする）により判定を行います

※４…低所得者とは、受給者と同世帯に属する人の全員が市町村民税非課税で世帯全員の年金収入８０万円以下か年金
収入を加えた所得（給与所得は最大１０万円控除した額）８０万円以下の人

※５…７０～７４歳の障害者医療費の受給者は、医療機関窓口で被保険者証と７月から交付する「障害者医療費受給者証」
と「高齢受給者証」を提示すると上表の一部負担金で受診できます

※６…高校生世代の児童が入院した場合は、各制度の受給者証を使用して自己負担分を支払った後、こども医療費の
入院分（保険適用分のみ）を申請すると入院費が無償になります

外来

６００円（月２日まで）

４００円（月２日まで）

８００円（月２日まで）

４００円（月２日まで）

負担区分

一般

低所得者
（※４）

一般

低所得者
（※４）

所得制限額

世帯の市町村民税所
得割額（合計額）が
２３万５０００円未満（住
宅借入金等特別税額
控除、寄附金税額控
除前）（※１）

年額４９万円（※２）。
ただし市町村民税非
課税世帯で年金収入
を加えた所得８０万円
以下の人は児童扶養
手当一部支給基準内
であれば対象（※３）

所得判定
対象者

本人・配偶者・
扶養義務者

本人か養育者

医療費助成
制度名

障害者（児）
（※５）・
高齢障害者

母子家庭等

福祉医療での一部負担金（月額）

入院＋外来（世帯）

１万５０００円

３万５４００円

外来（個人ごと）

８０００円

１万２０００円

所得制限額

市町村民税非課税で世
帯全員に所得なし（年
金収入８０万円以下で所
得なし）（※３）

市町村民税非課税世帯
で本人の年金収入を加
えた所得が８０万円以下
で要介護２以上（※３）

負担区分

区分Ⅰ
（２割）

区分Ⅱ
（２割）

所得判定
対象者

本人と世帯全員

医療費助成
制度名

高齢期移行
６５～６９歳


